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注
意
事
項

こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は「

暁～

小
説
投
稿
サ
イ
ト～

」

で
掲
載
中
の
小
説

を「

暁～

小
説
投
稿
サ
イ
ト～

」

の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た

も
の
で
す。

こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す。

そ
の
た
め、

作
者
ま
た

は「

暁～

小
説
投
稿
サ
イ
ト～

」
を
運
営
す
る
肥
前
の
ポ
チ
に
無
断
で
こ
の
Ｐ

Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を、

引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載、

改
変、

再

配
布、

販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し
ま
す。

小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で

の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ。

【

小
説
タ
イ
ト
ル】

女
神
の
子
は
宇
宙
を
抱
き
ダ
ン
ジ
ョ
ン
で
何
を
思
う
か

【

作
者
名】

孤
独
ウ
サ
ギ

【

あ
ら
す
じ】

ど
う
も
で
す。

色
々
な
ダ
ン
ま
ち
の
二
次
創
作
見
て
き
ま
し
た
が、

オ
リ
神
や、

ロ
キ、

ヘ
ス

テ
ィ
ア
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
所
属
す
る
の
ば
か
り
で、

フ
レ
イ
ヤ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア

に
属
す
る
の
が、

無
い
な
と
思
い
ま
し
た。

な
の
で、

私
が
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た。

と
い
う
事
で、

フ
レ
イ
ヤ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
オ
リ
主
二
次
創
作
物
な
の
で、

十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い。
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設
定

名
前
：
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ナ
デ
ィー

ス

二
つ
名
：
魔
導
機
械（

デ
ウ
ス
・
エ
ク
ス
・
マ
キ
ナ）

、

女
神
の
愛
子

所
属
：
フ
レ
イ
ヤ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア

人
種
：
ヒ
ュー

マ
ン
→
デ
ミ
・
ゴ
ッ
ズ

魂
魄
：
満
月
が
浮
か
び
星
々
が
輝
く
夜
空
を
思
わ
せ
る
魂

容
姿
：
綺
麗
な
銀
髪
に、

フ
レ
イ
ヤ
と
同
じ
紫
の
瞳
の
眼
を
し
た
イ
ケ
メ
ン。

体
格
は
平
均
よ
り
の
細
身
で
あ
る。

性
格
：
何
事
に
も
直
ぐ
に
興
味
を
持
ち、

何
か
を
作
る
の
が
好
き。

冗
談
を
よ

く
言
い、

揶
揄
う
の
が
好
き。

天
然
に
見
え
る
が、

そ
の
実、

冷
静
な
思
考
と

判
断
を
下
す。

趣
味
に
お
い
て
は、

か
な
り
頑
固
な
部
分
が
あ
る。

主
武
装
：
特
殊
武
装
・
飛
翔
剣《

オ
フ
ス
テ
ィ
ア
セ
イ
ヴ
ァー

》
、

特
殊
武
装

・
自
在
槍《

オ
フ
ス
テ
ィ
ア
ウ
ィ
ン
グ》

、

特
殊
武
装
・
銃
剣《
オ
フ
ス
テ
ィ

ア
バ
ス
ター

》

予
備
武
装
：
特
殊
武
装
オ
フ
ス
テ
ィ
ア
シ
リー

ズ（

大
剣
・
長
槍
・
双
小
剣
・

両
剣
・
鋼
拳
・
抜
剣
・
長
銃
・
大
砲
・
双
機
銃
・
強
弓
・
長
杖
・
導
具
・
棍
棒

・
魔
装
脚）

…

ス
テ
イ
タ
ス
：
Ｌ
ｖ
７

基
本
ア
ビ
リ
テ
ィ
：
筋
力
Ｄ
耐
久
Ｉ
敏
捷
Ａ
器
用
Ｓ
魔
力
Ｂ

発
展
ア
ビ
リ
テ
ィ
：
神
秘
Ｃ
飛
翔
Ｃ
鍛
冶
Ｄ
製
作
Ｄ
魔
導
Ｅ
直
感
Ｆ

ス
キ
ル
：《

舞
闘
乱
武》

《

主
神
愛
子》

《

純
真
万
才》

《

即
換
武
装》

魔
法
：【

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
・
フ
レ
イ
ヤ】

評
価
：
捨
て
ら
れ
て
い
た
赤
ん
坊
を
フ
レ
イ
ヤ
が
拾
い、

自
身
の
子
供
と
し
て

育
て
る。

赤
ん
坊
の
頃
に
フ
レ
イ
ヤ
の
乳
を
飲
み
育
っ
た
せ
い
か、

ヒ
ュー

マ

ン
で
は
な
く、

デ
ミ
・
ゴ
ッ
ズ
と
い
う
種
族
に
な
っ
て
い
る。

そ
の
証
と
し
て、
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フ
レ
イ
ヤ
と
同
じ
髪、

瞳、

美
貌
を
持
つ。

フ
レ
イ
ヤ
か
ら
様
々
な
事
を
学
び、

す
く
す
く
と
成
長
し、

何
か
を
作
る
事
に
楽
し
さ
を
覚
え
る。

大
き
く
な
る
と

冒
険
者
と
し
て
登
録
し、

ダ
ン
ジ
ョ
ン
に
行
く
様
に
な
る。

上
級
冒
険
者
に
な

っ
て
か
ら
は、

制
作
専
用
の
家
を
買
い
取
り、

何
か
を
作
る
時
は
そ
こ
で
行
う。

現
在
は
オ
ラ
リ
ア
最
強
の
一
人
と
し
て
数
え
ら
れ、

ま
た
ア
ス
フ
ィ
・
ア
ル
・

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
と
同
じ
神
秘
持
ち
の
鍛
冶
師
と
し
て
有
名
だ
が、

制
作
し
た
武

器
は
全
て
特
殊
す
ぎ
る
為、

使
い
手
を
選
ぶ。

近
・
中
・
遠
距
離
の
何
処
で
も

戦
闘
が
で
き、

独
特
な
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
戦
闘
を
行
う。

フ
レ
イ
ヤ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
勿
論、

鍛
冶
関
連
で
ゴ
ブ
ニ
ュ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
や

ヘ
フ
ァ
イ
ト
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア、

更
に
神
秘
持
ち
と
し
て
ア
ス
フ
ィ、

そ
れ
と

酒
場『

豊
穣
の
女
主
人』

と
も
友
好
関
係
を
持
つ。
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１
話

こ
こ
は
オ
ラ
リ
ア。

世
界
の
中
心
で
あ
り、

全
て
の
人
が
夢
見、

目
指
す
場
所
で
あ
る。

あ
る
者
は
言
っ
た。

『

こ
こ
に
は
全
て
が
あ
る』

そ
う、

こ
こ
は
理
想
の
地。

夢、

幻
想、

希
望
を
追
い
求
め、

行
き
着
く
場
所
な
の
で
あ
る。

し
か
し、

世
界
と
は
何
時
だ
っ
て
表
裏
一
体。

夢
や
希
望
が
あ
れ
ば、

悪
や
絶
望
も
あ
る。

混
沌
と
か
す
闇
の
中
を
影
に
紛
れ、

今
日
も
人
々
の
喜
び
の
裏
で
名
の
知
れ
ぬ

弱
き
他
人
が
悲
し
み
の
声
を
叫
ぶ。

そ
ん
な
オ
ラ
リ
ア
の
道
通
り
を
一
人
の
女
性
が
歩
い
て
行
く。

そ
の
女
性
は
た
だ
の
女
性
で
は
無
い。

女
神
で
あ
る。

比
喩
や
過
言
で
も
無
い。

ま
さ
に
神
と
い
う
存
在
で
あ
る。

こ
こ
オ
ラ
リ
ア
に
は
天
界
か
ら
降
り
立
っ
た
神
々
が
住
ん
で
い
て、

こ
の
世
界

で
あ
る
下
界
の
人
々
に
神
の
恩
恵
を
与
え、

フ
ァ
ミ
リ
ア
を
作
り、

様
々
な
事

で
暇
潰
し
を
し
て
い
る
の
で
あ
る。
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彼
女
も
そ
ん
な
神
々
の
一
人
で
あ
る。

フ
レ
イ
ヤ

北
欧
神
話
に、

出
て
く
る
女
神
の
一
柱
で
あ
り、

美、

愛、

豊
饒、

戦
い、

そ

し
て
魔
法
と
死
を
守
護
す
る
太
母
で
あ
る。

こ
こ、

オ
ラ
リ
ア
で
絶
世
の
美
女
と
し
て
有
名
で
あ
り、

多
く
の
男
神
と
自
身

の
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
者
達
等、

多
く
の
男
性
を
性
的
に
食
い
尽
く
し
て
い
る
事
で

神
々
の
間
で
は
有
名
で
あ
る。

更
に、

ゼ
ウ
ス、

ヘ
ラ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
除
け
ば
一
二
を
争
う
有
力
フ
ァ
ミ
リ

ア
で
も
あ
る。

そ
ん
な
彼
女
は
普
段
は
バ
ベ
ル
の
塔
に
い
て、

人
々
の
魂
を
観
察
し
て
い
る
の

だ
が、

ど
う
も
今
日
は
何
か
気
に
な
る
事
が
あ
る
の
か
塔
を
出
て
歩
い
て
る。

（

何
か
し
ら
？
こ
の
感
覚
は、

誰
か
に
何
か
を
さ
れ
た
訳
で
は
な
い。

寧
ろ
私

の
直
感
が、

私
の
本
能
が
こ
の
先
に
あ
る
ナ
ニ
カ
に
反
応
し
て
い
る…

。

ま
ぁ、

良
い
わ
？
さ
て
何
が
あ
る
の
か
し
ら）

少
し
歩
い
た
所
に、

横
の
小
道
に
ポ
ツ
ン
と
置
い
て
あ
る
籠
を
見
つ
け
る。

フ
レ
イ
ヤ
は
自
身
が
探
し
て
い
た
の
が
こ
れ
だ
と
判
断
す
る。

そ
し
て、

驚
く。

彼
女
は
籠
の
中
を
覗
く
と、

そ
れ
と
共
に
魂
を
除
い
て
し
ま
っ
た。

そ
う、

覗
い
て
し
ま
っ
た
の
だ。

そ
れ
は、

広
大
な
空、

い
や、

空
を
も
超
え
て、

月
が
昇
る
夜
空
で
あ
る。
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ま
さ
に
そ
れ
は、

宇
宙
の
縮
図
そ
の
も
の
で
あ
る。

無
限
散
り
ば
め
る
輝
く
星
々
は、

そ
の
存
在
を
示
す
か
の
様
に
光
を
放
つ。

無
数
の
銀
河
が
渦
と
な
り
回
り、

恒
星
は
煌
め
き
な
が
ら
爆
発
を
繰
り
返
し、

光
の
闇
の
疾
走
が
永
遠
と
続
い
て
い
た。

そ
れ
は、

未
知
な
る
神
秘
の
世
界
で
あ
り、

美
の
女
神
を
も
魅
了
さ
せ
た。

そ
し
て、

現
実
に
戻
る。

フ
レ
イ
ヤ
は
驚
い
た。

籠
の
中
を
見
れ
ば、

そ
こ
に
は
可
愛
ら
し
い
小
さ
な
赤
子
が、

ス
ヤ
ス
ヤ
と
寝

て
い
た
か
ら
だ。

今
見
た
あ
の
世
界
こ
そ
が、

こ
の
目
も
開
い
て
な
い
赤
子
の
魂
な
の
だ
か
ら。

（

人
の
身
で
あ
り
な
が
ら、

魂
が
世
界
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
？
一
体、

こ

の
子
は…

）

フ
レ
イ
ヤ
は
恐
る
恐
る
赤
子
を
抱
き
抱
え
る。

す
る
と、

赤
子
は
花
が
咲
い
た
か
の
様
に、

ニ
パー

と
フ
レ
イ
ヤ
に
笑
い
か
け

る。フ
レ
イ
ヤ
は
思
っ
た。

（
…

今
日
か
ら
こ
の
子
は
私
の
子。

誰
の
子
で
も
無
い、

私
の
子。

…

こ
の
子

を
捨
て
た
の
か、

そ
れ
と
も
意
図
し
て
で
は
無
い
の
か、

何
方
に
せ
よ
感
謝
す

る
わ。

こ
の
子
に
出
会
え
た
事
を。

…

フ
フ
フ）

フ
レ
イ
ヤ
は
バ
ベ
ル
の
塔
へ
の
道
を
歩
き、

赤
子
を
抱
き
な
が
ら、

笑
い
か
け

る。そ
れ
に
赤
子
も
応
え
る
か
の
様
に、

キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と
笑
う。
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フ
レ
イ
ヤ
は
自
身
は
気
付
い
て
な
い
が、

口
元
は
ニ
ヤ
け
て
お
り、

も
う
デ
レ

デ
レ
で
あ
る。

そ
の
様
は、

艶
か
し
く、

妖
艶
で
あ
り、

見
た
も
の
が
い
れ
ば、

そ
の
魅
力
の

神
威
で、

神
で
あ
ろ
う
と
腰
を
砕
か
せ
る
程
で
あ
る。

「

フ
レ
イ
ヤ
様、

お
帰
り
な
さ
い
ま
せ」

「

あ
ら、

オ
ッ
タ
ル。

た
だ
い
ま」

「
…

差
し
出
が
ま
し
い
様
で
す
が、

フ
レ
イ
ヤ
様。

そ
の
赤
子
は…

」

「
…

ま
ぁ、

良
い
わ。

今
は
気
分
が
良
い
か
ら、

そ
の
無
礼
も
許
し
ま
し
ょ
う。

こ
の
子
は、

私
の
子
よ」

「
…

！
？
！
？」
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２
話

「

マー

マ、

マー
マ」

「

は
い、

は
い。

ご
飯
の
時
間
よ」

フ
レ
イ
ヤ
は
衣
服
の
一
部
を
は
だ
け
さ
せ、

豊
満
で
魅
惑
的
な
胸
を
曝
け
出
す。

赤
子
は
手
を
必
死
に
伸
ば
し、

片
方
を
掴
み、

ゴ
ク
ゴ
ク
の
乳
を
飲
ん
で
い
く。

そ
の
光
景
は、

ま
る
で
聖
母
が
神
の
子
に
慈
し
み、

乳
を
与
え
る
所
を、

有
名

な
芸
術
家
が
絵
画
に
し
た
か
の
様
に、

意
識
が
吸
い
込
ま
れ、

何
物
に
も
冒
し

が
た
い
神
聖
な
モ
ノ
を
感
じ
さ
せ
る。

そ
れ
を
ま
さ
に、

オ
ッ
タ
ル
を
含
め
る
フ
レ
イ
ヤ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
者
達
は、

目
の
前
に
し
て、

そ
れ
を
感
じ
さ
せ
た。

フ
レ
イ
ヤ
が
赤
子
を
見
つ
け
て、

幾
月
が
経
っ
た。

最
初
の
頃
は、

我
ら
が
主
神
が
赤
子
を
自
身
の
子
に
す
る
と
言
わ
れ
驚
愕
し、

赤
子
の
癖
に
我
ら
が
主
神
の
窮
愛
を
受
け
る
事
を
羨
ま
し
く
思
う
嫉
妬
が
入
り

混
じ
っ
た
複
雑
な
気
持
ち
を
眷
属
は
抱
い
て
い
た。

し
か
し、

そ
の
赤
子
の
魅
力
か、

フ
レ
イ
ヤ
の
怒
り
を
怖
れ
て
か、

赤
子
が
フ

レ
イ
ヤ
と
同
じ
銀・

・

髪
と
紫・

・
・の

瞳
を
し
て
い
る
か
ら
か、

次
第
に
認
め
始
め
て
い

っ
た。

そ
ん
な
赤
子
の
名
前
は
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ナ
デ
ィー

ス。

フ
レ
イ
ヤ
の
古
き
二
つ
名
と
族
名
で
あ
り、

私
の
子
と
い
う
意
味
を
込
め
て
授

け
た。
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「
…

フ
フ
フ、

貴
方
達、

何
か
聞
き
た
い
顔
を
し
て
る
わ
ね」

「
…

フ
レ
イ
ヤ
様、

不
躾
な
が
ら
質
問
を
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？」

「

ど
う
し
た
の
か
し
ら
？
オ
ッ
タ
ル」

「

フ
レ
イ
ヤ
様
の
お
子
様
は、

当
初
は
白
髪
で
し
た。

そ
の
頃
は
ま
だ、

目
が

開
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で、

瞳
に
つ
い
て
は
偶
然
の
可
能
性
も
否
め
ま
せ

ん
が、

そ
れ
に
し
て
も…

」

フ
レ
イ
ヤ
は
笑
う。

妖
艶
に、

小
さ
く、

そ
れ
で
い
て
そ
こ
に
い
る
全
て
に
響
く
微
笑
み
を。

「

そ
れ
は
ね。

こ
の
子
が
進
化
し
た
の
よ」

「

進
化、

で
す
か」

「

そ
う
よ。

私
も
最
初
は
驚
い
た
わ。

私
と
い
う
神
の
存
在
に
よ
り
授
け
ら
れ

る
乳、

そ
し
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
程
の
広
大
な
魂
の
器、

そ
れ
ら
の
要
因
が、

こ
の
子
を
ヒ
ュー

マ
ン
と
い
う
人
族
か
ら
進
化
さ
せ
た
の
よ。

既
に
こ
の
子
は

人
族
で
は
な
く、

か
と
い
っ
て
神
の
存
在
で
も
無
い、

精
霊
に
近
い
存
在。

名

付
け
る
な
ら
ば、

デ
ミ
・
ゴ
ッ
ズ
と
言
う
所
か
し
ら」

眷
属
達
は
息
を
呑
む。

そ
し
て、

納
得
し
た。

何
故、

主
神
の
愛
に
狂
っ
た
我
等
が
こ
の
赤
子
を
認
め
た
の
か、

何
故、

我
等

の
中
か
ら
嫉
妬
の
心
が
消
え
た
の
か、

今
ま
さ
に
理
解
し
た
の
だ。
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ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ナ
デ
ィー

ス
は、

フ
レ
イ
ヤ
に
最
も
近
い
存
在
な
の
だ。

「

ン
ク
ッ、

ン
ク
ッ…

プ
ハ
ッ」

「

あ
ら、

も
う
お
腹
一
杯
？
は
い、

噯
気
し
ま
し
ょ
う
ね。

ト
ン
ト
ン
ト
ン」

赤
子
は
フ
レ
イ
ヤ
に
優
し
く
背
中
を
叩
か
れ、

ケ
フ
ッ
と
噯
気
を
す
る。

そ
し
て、

お
腹
一
杯
に
な
り、

フ
レ
イ
ヤ
の
腕
の
中
で
ス
ヤ
ス
ヤ
と
眠
る。

フ
レ
イ
ヤ
は
軽
く
揺
す
り
な
が
ら、

ヴ
ァ
ン
を
揺
籠
に
寝
か
せ
る。

「

フ
レ
イ
ヤ
様、

あ
の
子
に
神
の
血
は
与
え
る
の
で
す
か
？」

「

そ
う
ね、

ア
レ
ン。

こ
の
子
が
も
う
少
し、

大
き
く
な
っ
た
時
に
与
え
よ
う

か
し
ら」

フ
レ
イ
ヤ
は
外
を
眺
め
て、

惚
け
る
様
に
溜
息
を
出
す。

「

そ
の
時
が、

楽
し
み
ね」
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この小説の詳細については以下のURLをご覧ください。
http://www.akatsuki-novels.com/stories/index/novel_id~15486

女神の子は宇宙を抱きダンジョンで何を思うか
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